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井上克郎 

ノート教科書持ち込みなし。[1]は解答用紙表紙、[2]は折りたたんだ内側 2枚に、［3］は裏

表紙に解答を書くこと。間違った場所に書いた場合は減点する。 

 

[１] 次の文法 Gについて答えよ。 (30点) （1ページに答えをかけ） 

①左くくりだしし、それの左再帰性を除去した文法 G'を作れ。 

②G'の各非終端記号の FIRST集合を求めよ。 

③Gの各非終端記号に対して、等価な文を生成する構文図を書け。 

 

G：  E → E+T | E－T | T 

 T → T÷F | T×F | F 

 F → i 

 

[２] 次の拡張文法 Gにたいして答えよ。（2,3ページにかけ）(10点×5) 

① 各非終端記号の Follow集合を求めよ。 

② 正準 LR(0)集成を求めて、LR(0)オートマトンの表を書け。 

③ LR構文解析表を求めよ。（縦に状態 0,1,…,横に記号 i, /, *, $, E', Eをこの順に書くこと）。 

④ i / i * i の構文解析の過程を示せ。 

⑤それによって得られる構文木を示せ。 

文法 G：(0) E'-> E 

        (1) E -> i / E 

        (2) E -> i * E 

        (3) E -> i 

 

[３] 計算機 M 上で稼働している言語 P のコンパイラを計算機 M'に、できるだけ簡単な労

力で移植したい。このコンパイラは２つのプログラム A、B からなっており、A は P で書

かれたソースプログラムを中間言語 I のプログラムに変換するもので、I は M のアーキテ

クチャに依存していない。Bは Iで書かれたプログラムを、Mの機械語に変換する。A、B

の P で書かれたソースコードは手元にある。この移植の手順を T 図形を用いて説明せよ。

（4ページにかけ）（20点） 

 

 












